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O　眼科主治医が評価した眼精疲労全般的改善度の結果を図1に示す。
　プラセボ投与において改善以上を3名に認め、プラセボ効粟が示された。逆にプラセボ投与に
よる悪化は6例にみられたが、いずれも前投与にアントシアニンを投与したのちにプラセボに切
り替えた症例であり、アントシアニン投与終了時と比較して悪化を示す結果となった。一方、ア
ントシアニン投与群では、改善以上が20例中14例にみられ、悪化傾向を示した症例はみられなかっ
た。中でも、前投与としたプラセボで効果がみられなかった8例において、アントシアニン投与
に切り替えた結果5例（62．5°／e）に改善効果を認めた。
3）30cm視力、5メートル視力及び窟折度の結果
　今回、測定を実施した全例において、プラセボ投与及びアントシアニン投与において視力及び
屈折力に明らかな変化は見られなかった。今回、近視又乱視の被験者が9名晃られたが、明らか
な改善効果を示した症例は見られなかった。これより、視力及び屈折力には大きな影響はないも
のと考えられた。
4＞フリッカーテスト結果
表4　フリッカーテスト成績の変化
投専前 投与後 平均上昇率　　有意差
アントシアニン　　48．25±3．29　　　50．70　±3．70　　　1．04土O．07　　　p〈O．05
プラセボ　　　　　49．25±4．72　　49．45±3．73　　　1．ol±o．05　　N．　S．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pa三red　T　test
表4に、アントシアニン及びプラセボをを投与した際のフリッカー値の推移をを示す。アント
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シアニンの投与によって有意にフリッカー値が高くなっており、アントシアニンの投与が生理学
的検査においても眼精疲労を改善していることが示された（p颪rcδ丁宅est：p〈O．◎1）。
　また、プラセボ投与群では、フリッカー値の有，意な改善は見られず、フリッカーテスト値の上
昇率においてアントシアニン投与群と有意な差を認めた（Mann－Whitney　U　test；p＜0．05）。
5）V三sual　An滋ogue　Scaleの結果
　　　　　　　　　　　　　表5　Visual　AnaIogue　Scaleの変化
投与前 投与後 平均上昇率　　有意差
アントシアニン
ブラセボ
5．37±重．68
5．05ま：ま．87
490±1，95
4．76±1．64
0．90±0，隻7　　　p＜0．05
0，98±o，24　　　N．　S。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　palrc（玉Ttcst
　アントシアニン及びプラセボ投与によるVls副A副・g魏e　Scaleの値の変化と変化率を表5に示す。
アントシアニン投与によってVlsual　Analogue　Scaleの値が有意に降下し、疲労感が軽快しているこ
とが示された（paired　T　test；p〈005）。一方、プラセボ投与においてもVisual　Analoguc　Scaleの1直の
下降すなわち疲労感の軽決が認められたが有意な変化は認めなかった（paifcd　T　tcg．　t；NS．）。
6）フリッカーテストとVisual　Afialogue　Scaleの相関
　　　　　　　　　　　　図2　フリッカーテスト成績とVASの関係
　　　　　　　　　IL20
　　　　　　　　　1．10
　　　　　　　蹴1．oo
　　　　　　　　鴛　o．go
　　　　　　　　お
　　　　　　　　器　e・s°
　　　　　　　　量　，．，。
　　　　　　　　｛
　　　　　　　　塁α6°
　　　　　　　　　O．50
　　　　　　　　　0．40
　　　　　　　　　　　　0．9　　　　　　0．95　　　　　　1　　　　　　　1．05　　　　　　1．1　　　　　　1．15　　　　　　1．2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　フリッカーテスト成綾上舞率
　フリッカーテスト成績とi・iisual　Analoguc　Scale（、与、S）の関係を示す（図2）。
横軸はアントシアニン投与後のフリッカーテスト成績の上昇率、縦軸はVASの上昇率を示して
いる。両者には、極めて有意な負の相関を認めた（pafametf量c検定；r＝－0．65，　p＝0．002）。このこ
とは、フリッカーテスト成績の改善、すなわち眼精疲労の回復がVASの疲労度を軽減させてい
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ることを示していた。
　客観的な眼精疲労の尺度とされるフリッカーテストと、自覚的な精神疲労をスケールした疲労
度が強い相関を示したことは、眼の疲労が実際には精神疲労として自覚されていることを示唆し
ていた。
ζ考　察馨
　賑精疲労を訴える眼科外来受診者に対し、アントシアニン配糖体とプラセボのダブルブライン
ド・クロスオーバー法を用いて眼精疲労度の改善効果を検討した。その結果、「目の疲れ」、「肩こ
り・腰のこり」といった眼精疲労に見られる自覚症状評価とフリッカーテストによる客観的疲労
度測定において、アントシアニン投与がプラセボ投与に比して有意な改善効果を示した。
　アントシアニン配糖体（VMA）は、網膜上に存在するロドプシンの再合成を促進することが
知られている。ロドプシンは、光によって変化を起こす性質をもち、外界を画像として網膜上に
取り込み視覚認知する上で重要な働きを担っている。しかし、過度の長時間にわたる光刺激、た
とえばパソコンモニターやテレビの見過ぎなどが、このロドプシンの分解を促進し、結果として
ロドプシンの不足を起こし、暗視順応など視覚機能の低下を引き起こす。今回、眼精疲労を訴え
る患者で、アントシアニンの投与によって自覚症状だけでなくフリッカーテストの値においても
著明な改善効果が示されたことは、アントシアニンに含まれるアントシアニン配糖体が、ロドプ
シンの蒋合成を促進させ、結果として低下していた視機能を回復させる働きを有していることが
示唆された。
　今回、調査に使馬したアントシアニン配糖体は、1日量として62．5mgの投与としたが、この服
用蚤はヨーrrッパにおいて医薬品として承認されている含禽鑓とほぼ岡等である。また、今回、
コンプライアンスが悪く定期的に服網しなかった症例や1週間で効果が見られず患者の判断で中
止した症例ではいずれも著明な改善効果は得られていないことより、アントシアニン配糖体とし
て6Zsmg程度を毎田3週聞以上は、服用することが望ましいことを示唆していた。また、4週間
投与を行った全例において副作用や悪化例が見られなかったことは、アントシアニンの高い安全
性を示していた。また、患者の意志により4週聞定期的な服用を行わなかった症例においても、
副作用によって中止した症例はなく、安全性について高く評価できるものと考えられた。
　慢性的な眼精疲労が、近視や乱筏のリスクファクターであることは疑いのない事実である。こ
の試験において、アントシアニンが眼精疲労の予防及びその加療において極めて有用であること
が判明したことからも、受験生やVDT作業者など慢性的に眼精疲労を起こしやすい者にとって
近視あるいは乱視の予防に有用であり、また仮性近視の治療としても符効な手段となりうること
が示唆された。
　また、眼精疲労と精神疲労の関係において強い栢関がみられたことは、臼常、疲労感を自覚し
ている要因として、目の疲労が強く関わっていることを示唆していた。目の疲労には、視覚情報
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を獲得する眼球とその視覚処理を行う中枢神経の疲弊が主に関わっていると考えられるが、今回
の実験より、視覚情報を獲得する眼球及び情報を処理ずる中枢の疲弊を回復させることによって、
疲労感を自覚的にも改善させることが判明した。
　日常、疲労感を自覚したとき、我々は眠気を感じ、それでも眠れない状況の際は無意識のうち
に目を閉じて目を休ませるような仕草をすることがある。これは、目を休ませること、すなわち
目の疲労を國復させることが疲労感を園復させる優れた手段であることを経験的にあるいは本能
的に身体自身が覚えているためとも考えられる。人間は視覚、聴覚、嗅覚、触覚、味覚の5感を
有しているが、実際には獲得している情報の95％以上は視覚からの情報に集中していると書われ
ている。この事実は、我々が目から得る情報にどれだけ依存しているかを示しており、日常の行
動を迅速かつ的確に行い快適な生活を実現するためには、情報の獲得手段として最も効率の良い
目を酷使することもやむを得ないと無意識にうちに判断する傾向があるからかも知れない。
　最近、脳波上のα波を誘発する音楽など聴覚的な刺激やアロマテラピーなど嗅覚的な刺激によっ
て疲労を國復させるリラクゼーション法が流行になっているが、この実験から、目を休ませるな
ど視覚情報に偏りがちの生活を是正すること自体が疲労感を回復させる有力な方法であることが
示された。
　特に目を酷使する傾向のある学生、研究者、VDT作業者などにおいては、日常生活で目を労
り、時に目を閉じて音楽を聴くなど目を休ませ視覚以外の情報に意識を向けることが、目の疲労
だけでなく全身の疲れを防ぐ方法として極めて大切であると考えられた。
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